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麻しんに注意しましょう！

● 3月末以降、沖縄県では麻しんの流
行が起こっており、４月１６日現在で
５６例となっています。
３月中旬以降、沖縄県を訪問した方

やこれから沖縄旅行を計画している方
は沖縄県のHPをご参照下さい。
●関東近県でも患者が報告されていま
す。

● 麻しんは、麻しんウイルスによって引き
起こされる感染症です。
● 感染力が極めて強く、空気感染で容易に
広まります。
● 感染すると潜伏期（10～12日間）の
後、38℃台の発熱や咳、鼻水といった風
邪のような症状が現れます。2～3日熱が
続いた後、39℃以上の高熱と発しんが現
れます。
● 肺炎や脳炎などを合併して、重症化する
こともあります。

◆ 麻しんの流行状況

◆ どんな病気？

◆ 予防方法は？
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麻しんの予防接種を受けましょう。手洗いやマスクでは感染を防ぐことは
できません。
● 定期接種対象者（1歳児、小学校入学前1年間の幼児）は、麻しん・風しん混合ワクチ
ン（ＭＲワクチン）の予防接種を早めに受けましょう。かかりつけの医師や、市町村
の予防接種担当課にご相談ください。

● 予防接種していない場合、人混みでの感染の危険性があります。
● 予防接種を２回受けていない方、麻しんにかかったことがない方、どちらも不明の方
は、予防接種についてご検討ください。

※2018年は4月11日現在

★ 麻しんを疑う症状が出た場合は、あらかじめ医療機関に連絡
してから受診しましょう。

● こちらもご覧ください。
•麻しん（はしか）に関するQ&A（厚生労働省）

http://www.mhlw.go.jp/qa/kenkou/hashika/index.html

•麻しん（国立感染症研究所）
http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ma/measles.html

・麻しん（はしか）患者の発生状況について（沖縄県）
http://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/eiken/kikaku/kansenjouhou/measles.html
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